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⑺　‘MEMORY OF THE WORLD GENERAL GUIDLINE TO SAFEGURD DOCUMENTARY HERITAGE’, REVISED EDITION, 
UNESCO, 2002。なお、「山本作兵衛コレクション」のうち法的な保護措置があるのは、市博物館所蔵の炭坑記録画が福岡県
指定文化財となっているのみである。
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置づけられた。田川市では、筑豊炭田遺跡群の保存活用を可視化
して、行政ならびに地域住民、関係団体が共有する史跡保存活用
計画を 2020年に策定した⑻。伊田坑跡は筑豊最大級の炭坑で
あった三井田川の主力坑跡であったが、現在は炭坑施設の基礎遺
構が地中に残存するものの、地上遺構は竪坑櫓 1基と煉瓦煙突 2
基のみが保存される都市公園となっている。炭坑の景観が激変し
た炭坑跡の史跡だが、炭坑の ‘場所’ の記憶を伝える数少ない文
化財として、保存活用計画では史跡の価値を整理した。その上で
史跡の保存管理（日常点検や史跡の現状変更基準など）、活用、
整備、運営・体制を明確にした。特に活用については、三井田川
鉱業所伊田坑跡は炭坑節発祥の地として、毎年「TAGAWAコールマイン・フェスティバル～炭坑節まつり～」
を開催しているが、市博物館の「山本作兵衛コレクション」や炭坑資料などの ‘モノ’ や教育普及活動と一体
となって、史跡の価値、すなわち在りし日の炭坑を伝える取り組みを行っていくことを明記した。
4　今後の展望
　炭坑経験者の減少と環境・景観の激変は、筑豊炭田の記憶の喪失を促進する。日本最大の産炭地として近代
化と戦後復興を支えた筑豊の記憶を失うことは、ひいては「私たちの地域は何だったのか」「私たちは何者な
のか」というアイデンティティーの崩壊を意味する。
　そうなる前に、少しでも多くの ‘ヒト’ の記憶を拾い集めることはもちろんだが、特に筑豊では幸いにも貴
重な文化財に恵まれているため、あわせて ‘モノ・場所’ の記憶に耳を傾ける必要がある。ヒトとモノ・場所
の記憶は炭坑の歴史を証明するに加えて、当時の人々の想いまでも伝えることができる。
　実際の炭坑が存在しない現在の筑豊において、複雑化した記憶の継承に際しては、炭坑に関わるあらゆる要
素を結びつけて様々な場面に出力するという市博物館のハブ的な機能が、今後さらに重要となる。
炭坑節まつり
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⑻　田川市教育委員会 2020『史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画─三井田川鉱業所伊田坑跡編─』。なお、同様の計画は直方市で
も 2020年に策定しており、飯塚市でも令和 2年度に策定を予定している。
